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2005 年 06 月 02 日 

熊野の旅 熊野三山 本宮大社 １ 
 熊野三山巡りで中辺路などから第一番に訪れるのが『本宮大社』です。 

 今の本宮大社は山の中腹の急な石段を登ったところにあります。 

 この社は、明治時代に造営されたもので、『蟻の熊野詣』と言われた時代の場所と

は異なります。 

 明治 22 年に起きた大洪水で熊野川流域が壊滅的被害を受けたとき、川原にあった

お社も被害を受け流失してしまいました。 

 村民の一部は復興を諦め、新天地・北海道の開拓に赴きました。そして開拓・定住

したのが樺戸郡新十津川町です。ここには、南紀州共通の盆踊りのハヤシ言葉『やっ

さのせ』が伝わっているそうです。 

 村人が復興を諦めるほどの洪水ですから、太古から崇められてきた社でさえ流され

たのです。 

 再びの流失を恐れ、新しい社の再建にはすぐ傍の山の中腹を切り開いた場所を選び

ました。元の社の跡には大きな鳥居と小さな社殿が作られています。 

 新しく造営されたといっても 110 年を経過して境内は充分歴史を感じさせるもの

になっています。 

 
y je2luz | 2005-06-02 13:11 | 熊野  

 

 

 

 



2005 年 06 月 04 日 

熊野の旅 熊野三山 本宮大社２ 

 参道入り口の鳥居を抜けると、目の前に壁のように立ちふさがる石段がそびえます。 

 洪水を避けて神様が山に登ってしまわれたので、参拝者は難儀を強いられます。熊

野の神は古より人々に難行苦行を強いてきましたが、交通の便が良くなってしまうと、

しからば、と、山の上に登ってしまい、会いたければ登って来いと言っております。 

 昔々は山道を幾重も越えて来ましたから、神様は川原の平らなところで迎えてくれ

たのでしょうね。 

 京の都から苦労して歩いてきたことを思えばこの石段などは難儀の内には入らな

いと言うのでしょうね。 

 境内の入り口付近には駐車場や食堂、売店などが揃っていますが、一端石段に取り

付いてしまうと、そういうものはなくなります。腹ごしらえなどはそのつもりでして

おいてください。 
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2005 年  06 月  06 日  
熊野の旅 新宮 速玉大社 権現さん １ 
 本宮から熊野川を下り河口までたどり着くと川岸に『速玉大社』があります。 

 地名が『新宮』となっているようにここは『新しい宮』として造営されたものです。 

 本宮大社と違い河口部に作られ、平地があるので周囲には町が開けました。 

 ここ新宮は熊野川を利用した『筏・いかだ』のよる材木搬出の終点になり、吉野の

南斜面、熊野の山間部、十津川方面と広い範囲の良質な紀州材の集積地として栄え

ました。 



 道路の開通により筏が衰退し、新宮に集める理由がなくなると共に、紀州材の中心

としての地位が揺らいで行きました。 

 速玉大社は地元では『権現さん』と呼ばれ親しまれています。境内もやたらと広い

ものではなく気楽に参拝できることもこうした親しみを生んだのかと思います。 

 本宮大社の白木作りの静かなたたずまいに比べこちらは朱塗りの社殿でかなり華

やかな感じがします。山の中の本宮大社と街の中の速玉大社・・・さも、それらしい

感じがします。 

 権現さんは境内がやたらと広いわけではありませんが杉の巨木で囲まれた神域は

静かで町の喧騒は入ってきません。ゆっくりと休める雰囲気です。  

by je2luz | 2005-06-06 08:25 | 熊野 | 

 

 

 

 

2005 年  06 月  07 日  
熊野の旅 熊野三山 新宮・速玉大社２ 江戸吉原と熊野 
 熊野速玉大社のお札などは大変御利益があるとされ、全国に広く流布したようです。 

 『三本足のカラス』・・・日本サッカー連盟のシンボルのあのカラスと共に全国に

はばたいたようです。 

 天皇・上皇も国家安泰や家内安全をお願いし請願して、霊験あらたかだったとのこ

とから来たのでしょうか、江戸時代の色町『吉原』ですっかり実用品になっていたよ

うです。 

 『女郎衆』がお客に約束事をする時、誓約文を作りました。この『起請文』の紙に



『熊野権現の護符』が使われました。『熊野権現様にかけてこの通りでありんすー』

と、お客を騙す片棒を担いだようです。 

 そもそもが江戸の街中で『熊野権現の護符』を売り歩いていた『熊野比丘尼』の多

くは『よたか』でした。こうした街娼などを捕まえては岡場所・吉原に送り込んだこ

ともこうした『熊野起請文』を生んだ背景なのでしょうね。 

 歴史的に霊場であり霊験あらたなる『熊野』と、仏に使え清らかなる『比丘尼』が

一緒になると『売春婦』に化けるのも不思議なものです。関所越えや町回りの目をご

まかす意味もあったのでしょうか… 

 熊野の尼さんがわざわざ江戸まで足を運ぶはずもなし… 

 江戸時代になると遠い熊野の御利益よりも近い吉原の美人の方がありがたかった

のでしょうね。 

 今の時代の風俗の人などは起請文も書かずに客をだますし… 

 熊野三山巡りでもすれば『俗念から解脱』できるかも… 

by je2luz | 2005-06-07 19:10 | 熊野 

 

 

 

 

2005 年 06 月 09 日 

熊野の旅 熊野川の対岸・・・鵜殿村 
 本宮から川を下って新宮に出ると便利な熊野川も御浜街道をたどってくると、最大

の難所になります。 

 紀伊山地に降った雨を集めた川は水量も多く流れも河口部でも早いです。人間の足

で渡れる場所などありません。これは渇水期の冬場でもそうです。増水期は船でも流

されて無事に対岸に渡れません。 



 この『熊野川』も一時は建設省の勝手なやり方で『新宮川』と、名前を変えられ、

国土地理院の地図もそうなっていました。しかし、この川は昔から『熊野川』でした。

『新宮の川』と言う呼び方はしても『新宮川』とは… 

 熊野市をはじめ近隣・流域の市町村のしつこいまでの運動でようやく『熊野川』に

戻りました。 新宮川当時は河川の標識に新宮川（熊野川）とカッコつきで併記して

いました。新宮川では通用しないのを建設省も知っていたようです。 

 豊富な水量と紀伊山地の豊富な森林資源を搬出するため、昭和 30 年頃まで『筏流

し』が行われていました。 

 材木の集積地としては新宮が有名ですが、対岸の鵜殿も筏を引き込む堀と貯木場が

あり、製材所が立ち並んでいました。 

 その資源を当てにしたパルプ工場が作られ、筏がなくなった今も操業を続けていま

す。 

 『日本一狭い村』のキャッチフレーズでやってきた鵜殿村ではこの『紀州製紙』が

村の一割ほどの面積を占め、その税金で潤ってきました。今でこそ地方交付税を貰っ

ていますが昔は村民税も安く、PTA 会費も要らないほど豊かでした。 

 この企業城下町を象徴するのがさらし粉の匂いでした。パルプの漂白に使う薬品と

チップを煮る匂いで他所のものは吐き気を催すほどでした。それでも、文句を言う村

民は居ませんでした。 

 公害対策が世の常識となった今ではこのようの吐き出されている白煙も水蒸気ば

かりになり匂いもほとんどなくなっています。 

 パルプ産業の衰退と共に税収も落ち込み、この『鵜殿村』ももうすぐ姿を消します。
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2005 年  06 月  12 日  

熊野の旅 熊野三山 那智大社・青岸渡寺 
 熊野三山最後の霊場『那智山』は急な石段を上り詰めたところに、大きなお寺『青

岸渡寺』と大きな神社『那智大社』がぴったり寄り添って建っています。 

 元々は滝をご神体に発生した古代信仰を元にしたもので、神仏渾然としたものでし

た。本地垂迹…どちらが先ともいえないのが、ここ熊野の信仰でした。 

 明治時代に無理やり分けられてしまい、本尊・ご神体の滝が神社の方に移り、それ

までにあった、千手観音としての信仰対象からはずすようにされました。 

 御神体の滝も上流の山に人工林が増えたことや山林荒廃で水枯れの危機のさらさ

れています。今、森林の復元に取り組んでいるところです。 

 滝の消えた那智山ではまことに情けない風景になってしまいます。 

 ここ南の国、南紀でもこの那智の滝が凍りつくことがあります。強力な寒波が来な

ければ凍ることはありません。地球温暖化が進めば見ることが出来なくなるでしょう

ね、那智山への登山道が凍結するかもしれませんが、十年、二十年に一度の風景を見

ることに賭けて厳冬期に訪れては如何でしょうか？凍っていなければ、渇水で少し惨

めな姿ですが… 

 今日の写真は丁度半世紀前のものです。ネガが見つからず、小さな小名刺判からで

すから、ひどいものになりました。 

 今では、この石垣の縁は落ちないように高くしてありますが、半世紀前ですと『落

ちたから弁償しろ』などと不信心なことを言う人は居なかったのでしょうね。 

 次は新宮に戻って、速玉大社の元宮などを案内します。 

 by je2luz | 2005-06-12 21:09 | 熊野 |  



2005 年  06 月  14 日  
熊野の旅 神倉神社 １ … 速玉大社の元宮 
 速玉大社から少し山添いに歩いたところに、こじんまりしたたたずまいのお宮があ

ります。 

 ここが『神倉神社』です。御神体が切り立った岩山と巨石と言う古代信仰の形です。

こうした、古い形の神社であっても、なんだかんだと日本の神話を当てはめています

ね。さもそれらしく説明されますが、神話は神話です。素直に古代人がここに神を見

たその事実を受け取る方が良いのではないかと思います。神話も随分矛盾だらけのよ

うですからね… 

 この古い形の宮から熊野川のほとりに分社されて出来たのが『速玉大社』だそうで

す。それが『新しい宮』であり『新宮』の語源だそうです。 

 本宮にたいし、新宮・・・と、捉えがちですが、こちらが真相だそうです。 

 ここの祭りは『お燈祭り』と呼ばれる『火祭り』です。毎年、２月６日に行われる

勇壮な男の祭りです。 

 『火祭り』も、古代信仰の流れを残したものと思われます。 
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2005 年  06 月  15 日  
熊野の旅 新宮 神倉神社 ２ 熊野の持つ意味 
 神倉神社の火祭りは『お燈祭り』と呼ばれ、毎年２月６日に行われます。白装束の

男達がたいまつを持ってこの急な階段を下りてきます。 

 昼間でも歩きにくい階段ですから、当然転んでけが人も出ます。 

 火祭りは那智にもあります。単純に火を崇める形態は古代信仰そのものですね。 

 日本は元々、全てのものに神が宿ると言う思想だったようですね。絶対神・唯一神



ではなく、ある意味では『おおらかな心』が支配していたのでしょう。 

 そうした、土着信仰に仏教が混じり、ますます渾然としていたのが日本の実態でし

ょうね。 

 それを、無理やり『神道』を切り離し、上位におこうとしたのが明治新政府でした

ね。戦後一旦切れていたその流れがあちこちで復活しつつあります。怖いものを感じ

るときがあります。 

 神話は神話として聞くのが一番良いと思います。 

 神々は神々、我々は人間なのですから… 神と仏をことさら分けてみても… 

 それよりも、こうした『自然の持つ何かを素直に感じ取れる感性を大切にする』ほ

うが、神や仏に近づけるのではないでしょうか。 

 古くより、何も無いからゆえに尊ばれ、信仰の対象になっていたのが『熊野』・『ゆ

や』のはずです。 

 『立派な社殿』や『優雅な雅楽』などは、都で飽きるほど身の回りにあった人たち

が求めたものが何であったかを考えれば、おのずと答えは出ると思います。 

 これで、熊野三山関連は回り終えましたが、まだまだこの地方には見るところも沢

山あります。それを次回から順次取り上げて行きたいと思います。 

 by je2luz | 2005-06-15 11:49 | 熊野 | 

 

 

 

2005 年  06 月  17 日  

熊野の旅 熊野古道の周辺 秦の徐福 １ 徐福の墓 

 新宮の駅のすぐ前に『秦の徐福の墓』があります。 

 秦の始皇帝の命を受けて、はるばる日本まで『不老不死の薬』を探しに来たのだそ

うです。その目的だったのが、この辺に自生する『天台烏薬』（てんだいうやく）だ

そうです。 

 中国歴代皇帝は不老不死を求め、世界中から医者や薬を集めたそうですね。 



たどり着いたのが不思議な金属『水銀』だったと言う説がありますね。有毒な水銀に

よる中毒死があったとも言われます。 

若い乙女を一杯集め…と言うのもあります。 

 この徐福という人は、実在の人らしいですね。日本各地に伝説が残っているような

ので、どこをどう行動したのかはっきりとは分からないのですが、ここ熊野では、こ

の新宮の徐福の墓と共に熊野市波田須町に『徐福上陸の地』があります。 

 この新宮の徐福の墓は昔から石塔が立てられ地元の人が守ってきました。小さな公

園の中に碑がたっていました。 

 近年、徐福の徳をしのんで華僑の人達の寄付もあり、この公園が『徐福公園』とな

り、中華風の門も作られ整備されました。 

 中華街を思わせる中国が突然姿を現します。昔ながらの石塔と面白い対比を示しま

す。 

 

 上は昔からある記念碑と小さな墓石です。 

 下は中華式の華麗な門です。そして、手前に佇むのが故郷をしのぶ徐福さんです。 

 

 駅からまっすぐ出、探さなくても分かるものです。 

   VITO ｌｌ COLOR SCOPAR ５０mm ３．５ NEOPAN SS  
by je2luz | 2005-06-17 10:13 | 熊野 | 



2005 年 06 月 18 日 

熊野の旅 熊野古道の周辺 秦の徐福 ２ 上陸の地 

 秦の始皇帝に派遣され不老不死の薬草を探しに来た徐福が上陸したと言われるの

が、熊野市波田須町（はだす）です。 

 リアス式海岸の入り江の一つです。 

 ここ波田須は紀伊半島でも特に気候温暖な場所として知られています。東と南は太

平洋に向かって開けていますが、西から北にかけては切り立った山ですから、冬の季

節風が吹き込まないところです。 

 この静かな入り江に、徐福が上陸したと言われています。 

 探していたものは『天台烏薬』と言うものだそうです。この「てんだいうやく」は

このあたりに結構あります。自生しているのか、植えたものか、民家の庭先などに生

えていますが、何の変哲もないものです。 

 以前から、『徐福が探しに来た薬草の天台烏薬』として、地元では知られていまし

たが、特に薬草として使う風習も無かったですね。近年、健康ブームなどに乗り、『天

台烏薬茶』などが売り出されていますね。 

 『不老不死』に効くくらいなら『万病の薬』として地元で服用されていたでしょう

ね。果たして、徐福さんが探していたのがこれだったのかどうか… 

 この上陸した波田須には『徐福の宮』と言う小さな祠があり、地元の人により昔か

ら大切にされてきました。古道ブームには関係なく、今でも、地元の人により掃除さ

れています。 

 入り江にへばりついた、平地の無い集落ですから、急速に過疎化、老齢化が進んで

いますこの波田須には小さな無人駅があり各駅停車は停まります。トンネルとトンネ

ルの間に作られた、駅前広場も無い駅です。 

 

by je2luz | 2005-06-18 11:20 | 熊野 



2005 年 06 月 19 日 

熊野の旅 熊野古道の周辺 神武天皇東征 １ 荒坂 

 『神武天皇東征』については紀伊半島各地に色々な伝承もあり、古事記などの記載

もあります。 

 その中で、難破した軍団が流れ着き上陸したと記載されている『荒坂の津』とは熊

野市二木島町です。流れ着いた現場は隣の熊野市甫母町です。 

 この二木島は古くは『二鬼島』と書いたそうです。木本（鬼之元）の傘下にあった

のでしょうね。更に、昭和の合併までの村の名前は『荒坂村』でした。 

 ここ荒坂は『熊野のはずれ』です。この先には『逢神峠・おおかみとうげ』があり

ますが、この地名の由来は『熊野の神と伊勢の神が逢う場所』と言うところから来て

いるようです。つまり、これより先は『伊勢の国』です。 

 ところが戦国時代以降、江戸時代に入ると紀州家の勢力が巨大であり、和歌山に始

まり、その所領は今の『紀伊長島』までに及んでいます。その頃以降の伊勢の国と紀

伊の国の境は『荷坂峠』になりました。 

 この荒坂の津・・二木島湾は荒海・熊野灘を航海する船のとっては貴重な避難港で

した。船舶が大きくなり、足が速くなるまでは非常に栄えた港であったそうで、戦後

しばらくまでは遊郭があったそうです。今では、静かな漁村です。 

 神武軍の遭難救助に端を発するとも言われる『船漕ぎ祭り』が今も伝わっています。 

 神武東征については、ネット上にも実に沢山の資料が上がっています。門外漢です

から、詳しくはそちらにお任せします。 

 流れ着いたのが絶景の地『楯ヶ崎』だそうです。そして、そこと湾を挟んだ対岸と

に『阿古師神社』と『室古神社』があり、遭難した稲飯（いない）、三毛入野（みけ

いりの）の兄弟を祀ってあります。 

 トンネルとトンネルの間に二木島駅があります。そこから見える小さな湾が『荒坂

の津』です。 
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2005 年 06 月 20 日 

熊野の旅 熊野古道の周辺 新鹿…紀州御影の産地 
 新鹿（あたしか）は紀勢線で名古屋方面から来ると、昨日の二木島駅の次の駅です。

前にも取り上げたようにここは紀伊半島でも指折りの海水浴場です。 

 進行方向左側に白い砂浜の海岸が見えます。 

 この白い砂の元になっているのが左手の山から流れてくる紀州御影石の砕けた砂

です。 

 ここ新鹿から山に切れ込んだ谷沿いに街道が一本、山の低いくびれに向かって延び

ています。これが『八丁坂』と言われる峠越えです。今は県道『新鹿佐渡線』として

開通しています。 

 この一帯の山は紀州御影石の岩で出来ています。硬い紀州御影石は石垣の材料とし

ては優れています。古くは大阪城にも送られたと言う話もあります。 

この石垣用の石材を切り出すため昔からこの新鹿には全国から『石工』が集まった

ようです。陸路はどこへも通じていなかったあたしかの石材は船によって搬出されて

いました。 

紀勢線が開通して新鹿駅は石材積み込みで賑わったこともあります。しかし、紀州御

影は木目が少し粗く、墓石には適さず、石垣専用のけんち石として採掘されたため、

付加価値が低いものでした。 

 時代と共にけんち石はコンクリートになり、住宅用や公共土木では、積みにくいけ

んち石は使われなくなって行き、新鹿から石切の風景は消えて行きました。 

 国道３１１号線や県道新鹿佐渡線沿いに石切り場の跡が残るだけです。 

 紀州御影で出来た山の一角にきれいな滝が一つあります。後ろの龍門山から流れ出

る川が作り出すものですが、山が浅いため、渇水期には消えてしまいます。姿のきれ

いな滝なのですが、運の悪い方は見られないでしょうね。 

 このきれいな山並みを切り裂くように高速道路が作られるとのことです。湯布院じ

ゃないですが、トンネルばかりで道路が見えないようにしてしまえばよいのです

が・・・ 
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